
 『
塵
劫
記
』
の
里
の
実
距
離 

日
本
計
量
史
学
会
理
事 

新
井
宏 

江
戸
時
代
、
日
用
数
学
の

普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
吉
田
光
由
の
『
塵

劫
記
』
で
あ
る
。
初
版
の
寛

永
四
年(

一
六
二
七)

以
来
、
明

治
に
至
る
ま
で
、
同
名
の
書

が
三
百
版
か
ら
四
百
版
ほ
ど

出
版
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
。 

関
孝
和
も
若
い
頃
、
こ
の

書
物
で
数
学
を
独
習
し
て
、

延
宝
二
年(

一
六
七
四)

に
は

早
く
も
『
発
微
算
法
』
を
著

し
、
点
竄
術
に
よ
る
代
数
計

算
法
を
発
明
し
て
、
和
算
を

し
て
世
界
的
な
高
等
数
学
と

し
て
位
置
付
け
る
基
礎
を
作

っ
て
い
る
。 

レ
ベ
ル
と
し
て
は
現
在
の

中
高
校
生
程
度
で
あ
る
が
、

中
に
は
馬
鹿
馬
鹿
し
い
ほ
ど

の
膨
大
な
計
算
を
要
求
し
て

い
る
問
題
も
あ
る
。 

例
え
ば
、「
鼠
算
」
で
は
こ

ん
な
例
が
あ
る
。 

正
月
に
一
組
の
ね
ず
み
夫

婦
が
子
を
十
二
匹
生
む
と

二
月
に
は
十
四
匹
に
な
り

七
組
の
夫
婦
が
で
き
る
…

…
こ
の
よ
う
に
し
て
十
二

月
末
に
は
全
部
で
何
匹
に

な
る
か 

答
え
は
七
の
十
二
乗
の
二

倍
、
す
な
わ
ち
二
七
六
億
八

二
五
七
万
四
四
〇
二
匹
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
の
後
に 

こ
の
鼠
が
全
て
縦
に
並
ん

だ
ら
、
七
八
万
八
六
五
四
里

二
三
町
二
〇
間
八
寸
に
な

っ
た
…
…
鼠
の
身
長
は
い

く
ら
か 

と
い
う
問
題
が
続
く
。
答
え

は
四
寸
で
あ
る
が
、
問
題
に

は
次
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が
つ

い
て
い
る
。 

一
里
は
三
六
町
、
一
町
は
六

〇
間
、
一
間
は
六
尺
五
寸 

し
か
し
、
こ
の
ヒ
ン
ト
は

間
違
い
で
あ
る
。
一
間
六
尺

五
寸
は
関
西
を
中
心
と
し
た

建
築
用
の
「
京
間
」
の
基
準

で
あ
り
、
里
や
町
の
基
準
に

は
使
わ
な
い
。 

計
算
し
て
み
る
と
、
一
町

＝
六
〇
間
＝
三
九
丈
＝
一
一

八
㍍
、
一
里
＝
三
六
町
＝
一

四
〇
四
丈
＝
四
二
五
四
㍍
と

な
り
、
標
準
と
さ
れ
て
い
る

一
町
六
〇
歩
＝
三
六
丈
＝
一

〇
九
㍍
、
一
里
＝
三
六
町
＝

二
一
六
〇
歩
＝
一
二
九
六
丈

＝
三
九
二
七
㍍
と
合
わ
な
い
。 

と
こ
ろ
が
、
間
違
い
と
も

言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

そ
れ
は
平
安
京
内
に
限
っ

て
、
一
町
＝
六
〇
歩
＝
三
六

丈
制
で
は
な
く
一
町
＝
四
〇

丈
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
由

は
平
安
京
の
小
坊
の
大
き
さ

が
一
辺
四
〇
丈
で
造
ら
れ
て

い
て
、
そ
れ
も
町
と
称
し
た

か
ら
で
あ
る
。 

当
時
の
天
平
尺
は
二
九
・

七
㌢
ほ
ど
で
曲
尺
よ
り
二
％

ほ
ど
短
か
っ
た
の
で
、
一
辺

＝
一
町
＝
四
〇
丈
＝
一
一
八

㍍
と
な
り
、『
塵
劫
記
』
の
ヒ

ン
ト
に
あ
る
一
町
＝
一
一
八

㍍
と
ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
。 

京
間
の
六
尺
五
寸
が
現
れ

る
の
は
、
室
町
中
期
以
降
で

あ
る
が
、
平
安
初
期
に
始
ま

っ
た
四
〇
丈
を
一
町
と
す
る

制
度
が
伏
線
に
あ
っ
て
、
復

活
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
。 

計
量
史
の
や
や
こ
し
い
点

は
、
標
準
に
あ
わ
な
い
か
ら

と
言
っ
て
、
簡
単
に
間
違
い

と
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。 

つ
い
で
な
が
ら
、
中
国
で

も
古
代
日
本
で
も
一
里
は
三

百
歩
か
三
百
六
十
歩
で
あ
り
、

実
長
と
し
て
は
五
百
㍍
前
後

で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、

近
世
の
日
本
で
は
一
里
は
四

千
㍍
と
い
き
な
り
一
桁
も
長

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
里
に

長
さ
と
し
て
の
単
位(

長
さ
六

町)
と
面
積
と
し
て
の
単
位

(

平
方
里
す
な
わ
ち
六
町×

六

町
＝
三
六
町)
が
あ
り
、
誤
っ

て
混
同
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。 歩

、
町
、
里
は
長
さ
の
単

位
と
て
も
面
積
単
位
と
し
て

も
同
時
に
使
わ
れ
た
の
で
、

記
録
を
読
み
解
く
時
に
、
神

経
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

錯
誤
が
あ
っ
て
も
簡
単
に
誤

り
と
言
え
な
い
の
が
も
ど
か

し
い
。 

そ
の
反
面
で
、
そ
れ
が
ヒ

ン
ト
に
な
り
新
し
い
発
見
に

つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
の

が
醍
醐
味
で
も
あ
る
。 
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